
TTC 定例山行実施記録表 ２０１2 年 1 月 9 日 報告者：佐藤末治

山行名 新年山行 矢倉岳から足柄峠 [870ｍ 神奈川県]

実施日 2012 年 1 月 7 日（土） 日帰り 公共交通機関利用

天候／参加人員 天候：晴れ レベル：★☆ 参加人員：24 名 (男 13 名/女 11 人)

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ： ＳＬ： 救護： 写真： 計画： 氏 名 削 除

参加メンバー A 班：（班長）、

B 班：（班長）、

C 班：（班長）、 氏 名 削 除

D 班：（班長）、

費用

￥1,810－

[内訳] 各自負担

小田急線 本厚木～新松田往復（￥330×2） ￥660

箱根登山ﾊﾞｽ 新松田～矢倉沢 ￥510

地蔵堂～新松田 ￥640 合計￥1.810-

歩行時間 休憩時間 行動時間

ガイドブック 3:30

計画 3:45 0:55 4:40

歩行・行動時間

実行 4:30    1:05 5:35

行動時間比(実行／計画)    1.196
歩行時間比(実行／計画)     1.200
歩行時間比(実行／ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ) 1.286

実行コースタイム記録

箱根登山ﾊﾞｽ        30             92    昼食  65              28

本厚木＝＝＝新松田＝＝＝矢倉沢―――農道終点―――矢倉岳―――万葉公園―――足柄峠（城址）－

7:45       8:13 8:40     9:10 9:30     10:00 10:05    11:37 12:20    13:25 13:35      14:03 14:10

 55      ﾊﾞｽ

―――地蔵堂＝＝＝新松田＝＝＝本厚木

     15:05 15:25    16:00 16:15     16:48

コースの概要、特記事項、反省事項等

電車からは南の空に暑い雲も見られたが、途中から新年山行にふさわしい晴天に恵まれ、快適な山行日和とな

った。新松田発 8:40 の箱根登山ﾊﾞｽに乗り、登山口の矢倉沢までは 30 分である。

近くの公民館の広場で準備を済ませ、しばらくはｺﾝｸﾘｰﾄの道を登る。お茶畑に続く農道は傾斜がきつく、登山道

を歩くよりつらい。30 分で農道終点に到着する。ここまでは予定通りであった。

矢倉岳山頂までの登りは傾斜もきつく、しばらく辛抱の時間が続く。しかし澄みきった青空と気持ちの良い木漏

れ日が気持ちよく、ﾍﾟｰｽを下げていることもあり、方々で話が盛り上がりなんともにぎやかである。

矢倉岳山頂までは所要時間 1:30 の予定が 2:07 と大幅に遅れた。この時点で夕日の滝の観賞はあきらめた。

山頂に着いた途端、目の前に雪をかぶった雄大な富士山が姿を見せてくれた。ﾏｲﾅｰな山ではあるが、矢倉岳

の最大の売りは裾野まで隠すもののない、この富士の絶景である。

かやとの草原でさっそく昼食をひらく。空気は冷たいが、風もなくぽかぽか陽気で皆の笑顔がすばらしい。そうい

えば、例年ならこの時期は積雪があって当たり前であるが、今年のこの地方はめずらしく雪のﾆｭｰｽが無い。

足柄峠に向かっては急な下りの後、長い杉林のﾄﾗﾊﾞｰｽ道が続くが、ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝも少なく歩きやすい。お陰で休憩

なしで 65 分歩きとおし、万葉公園に着くことができた。

万葉集に載っている和歌、長歌が石碑に多数刻まれているが、あまり関心を示してくれたﾒﾝﾊﾞｰは見当たらな

かった。足柄峠はその昔（奈良、平安時代）東海道の主要街道であったことから、詠まれた歌も多いそうだ。

足柄峠の上にある足柄城址に立ち寄る。ここも富士山の展望台として有名であるが、残念ながら山頂付近に雲

がかかり、展望はいまいちであった。

ここから足柄古道をひたすら下り、地蔵堂バス停に向かう。いにしえの旅人の姿を思い描いて歩きたい所だが、

今ひとつ趣がない。下り始めのｺﾝｸﾘｰﾄで固めた道も興をそがれる原因だと思う。

地蔵堂着 15:05 ﾊﾞｽの時間までは 20 分を残すのみである。これでは夕日の滝は立ち寄れない。しかしﾊﾞｽ待ち

の時間を考えれば、最高の時間配分であった。

本厚木に戻り、Kt さんの手配してくれたお店に 23 名の有志が集い、新年を祝い大いに盛り上がる。

以上


